
2006 年 3 月 23 日付 

リーボックインターナショナル社最高経営責任者兼社長ポール・ハリントンの

声明 

 

リーボック関係者一同は、ミネソタ州における 4歳の子供の悲劇的な死亡を悲

しんでおります。報告された死因は鉛中毒であり、その子はリーボック社の刻

印のある装身具を摂取していました。 

親として個人的に、人権と大人達と若者の健康的で行動的なライフスタイルを

公約したブランドをもつプロとして、我々は子供の家族に深い哀悼の意を表し

ます。我々は、このような事例が二度と起こらないことを保証するため、リー

ボック社は公に今回の悲劇を説明し、一生懸命対応すべきはっきりした責任が

あると認識しています。 

リーボックブランドの社長であり最高経営責任者、および３人の幼い子供の父

として、私は、深く悲しんでいます。我々は、リーボック社とこの死亡事故と

の間につながりがあったことが通知された日から、懸命に回収措置を開始しま

した。我々が速やかに動くことができるよう、ＣＰＳＣに対して「ファストト

ラック」による回収とするよう自ら要請し、さらに回収を徐々に拡大しました。

ＣＰＳＣは我々の品質管理計画を包括的に評価しており、この評価の結果によ

り、具体的に追加的な安全対策が決まります。 

リーボック社は、規制当局と完全に協働して、本事例の内容、経過、原因、再

発防止策をまとめるよう努めています。 

我々は、情報を収集するため、あらゆることを調べています。それにより、包

括的な調査が成功し、適切な時期にまとめられるようにしたい。 

私は、すべての消費者、小売業者に対し、再発させないため最大限の努力をす

ることを保証します。 

 

ポール・ハリントン 

最高経営責任者兼社長 

リーボックインターナショナル社 

 



平成１８年３月２７日 
 
株式会社リーボックジャパン代表取締役 
シダース ヴァルマ 殿 
 
 

厚生労働省医薬食品局審査管理課化学物質安全対策室長 
  

     経済産業省製造産業局紙業生活文化用品課日用品室長 
 

 
貴社配布の鉛を含有するブレスレットについて 

 
 今般、米国消費者製品安全委員会により、４歳の小児が、米国リーボックインターナ

ショナル社が子供用の靴の販売時に無料で配布したブレスレットの一部を誤飲し、鉛中

毒により死亡したことから、同社が自主的に回収していると発表された。貴社におかれ

ても、当該製品を日本国内において配布していることから、当該製品による被害を防止

するため、早急に下記のとおり対応されたい。 
 
 

記 
 
 
１． 当該製品について自主的に回収を行うこと。 
 
２． 当該製品の使用者への使用中止等の注意喚起を行うこと。 
 
３．当該製品の出荷数量、回収状況について速やかに報告すること。 
 





株式会社リーボックジャパン社が配付した鉛を含有するブレスレットにかかる 
平成１８年３月２７日付回収指示に関する状況について（概要） 

 
 
１）出荷数量について 
 当該ブレスレットは、株式会社リーボックジャパン社がリーボックインターナショ

ナル社より輸入している女性用の靴の一部に同梱されているものであり、その輸入総

数並びに出荷実績は次の通り。 
輸入総数      2,916 個 
 
出荷総数      2,903 個 
不良廃棄          5 個（倉庫に保管しており、未出荷であった） 
広報・販売促進用    8 個（倉庫に保管しており、未出荷であった） 

 
２）回収数量について 
・店頭からの回収       433 個（出荷総数に対する回収率 14.9%） 
・一般消費者からの回収  15 個（販売実績 2,470 個に対する回収率 0.61%） 
・店頭及び一般消費者からの回収品、不良等により未出荷であったものの総計及び輸

入総数に対する率 461 個 15.8% 
（平成１８年４月２６日時点） 
 






